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本日の内容

1. 水道事業（管路）の現状

2. 代表的な官民連携形態

3. 管路業務委託スキーム案

4. 管路に関する官民連携事例

5. まとめ
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１．水道事業（管路）の現状 –管路の現状と事業投資状況–

建設投資額と更新率はここ2年増加しているが、管路の経

年化率は進行している。経年管を解消するには、さらなる
積極的な投資と更新が必要である。
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『水道統計』より

１．水道事業（管路）の現状–管路の現状と事業投資状況–
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25歳未満 25歳以上～30歳未満 30歳以上～35歳未満

35歳以上～40歳未満 40歳以上～45歳未満 45歳以上～50歳未満

50歳以上～55歳未満 55歳以上～60歳未満 60歳以上

業務を進めるにも職員数は年々減少しており、さらなる業
務の効率化が要求される。また、技術系職員の減少に合
わせ、技術継承の課題も生じている。
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２．代表的な官民連携形態



2015/12/4 平成27年度 第3回水道分野における官民連携推進協議会 5

業
務
体
制

業
務
体
制

業務の流れ業務の流れ

Prepare

基本
計画

基本
設計

積
算

実施
設計

発
注

施
工

維持
管理

Design       Build Operate

事業計画
(AM,更新計画等)

必要情報
の整備
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台帳類整備
台帳類整備･更新

ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞｼｽﾃﾑ
台帳類整備･更新

ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞｼｽﾃﾑ

漏水調査

管・弁栓類
目視点検

漏水調査

管・弁栓類
目視点検

情報管理・分析
（維持管理データ）

現在 第１段階 第２段階 第３段階 第４段階

情報整理･管理
（既存データ修正）

情報管理・分析
（維持管理データ）
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詳細点検
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or 不十分

AM(タイプ4D)AM(タイプ2B)AM(タイプ1A) AM(タイプ3C)

各種計画見直し各種計画策定 各種計画見直し

情報管理･分析
（維持管理データ）

ビジョンなし
計画なし

Ｐ
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Ｏ

Ｂ

設計～施工
一括発注（試験的）

効率的発注
方法検討

設計～施工
一括発注

効果的な管材料提供効果的な管材料提供

場当たり的更新
予算未執行

管路維持管理
業務の未実施･
データ活用不足

設計～施工
一括発注(前倒し)

効果的な管材料提供効果的な管材料提供

３．管路業務委託スキーム案（段階的な業務の充実）



岩手県矢巾町との取り組み（Prepare,Design,Operate）

４．管路における官民連携事例

■取り組み内容（共同研究）
（H23）テーマ ： 既存データを利用したローコストな地盤判定に関する研究
（H24）テーマ ： 住民のアカウンタビリティを意識した管路更新計画策定
（H25,26）テーマ：効果的な管路更新に向けた弁栓類維持管理に関する取組み

－産官学連携による断減水リスク低減活動の枠組み－
■具体的な取り組み
公共および同町保有データ活用による耐震適合地盤判定、管路更新優先順位決定、
弁栓類点検および分析、将来人口を考慮した水需要予測および管網解析、弁栓台帳整備

耐震適合地盤判定

管路更新優先順位
空気弁分解点検

仕切弁等掘削調査
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大阪府大阪市との取り組み１（Operate）
■業務名： 水道施設弁類保守点検業務委託（平成25年度その２）
■業務概要 ：

上水道および工業用水道の導送配水管路に設置されている弁類の保守点検
■履行または納入場所：西部および北部水道工事センター管内
■入札参加資格：H14年以降、

官公庁において口径600㎜以上
のバルブの保守点検業務又は
修繕業務の契約実績を有する

■業務内容：
弁室内点検工、地上点検工、
位置確認点検工、空気弁点検工
整備工、水替工、
交通処理図作成工、
報告書作成工、準備工

弁類保守点検状況

４．管路における官民連携事例
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大阪府大阪市との取り組み２（Build）
■案件名：給・配水管工事に伴う断・通水作業業務委託（平成26年度）その２
■案件概要：上水道及び工業用水道の給・配水管工事に伴う断・通水作業を行うもの
■履行または納入場所：北部水道工事センター管内
■入札参加資格：

平成16年度以降において、官公庁等の発注した
上水道における仕切弁の点検整備修繕及び
仕切弁操作を含む漏水調査等の業務を元請として
履行した実績を有する

■業務内容：
準備作業工（事前準備作業工、現地調査作業工、

断水PRビラ配布作業工、濁り減水PRビラ配布作業工等）、
仕切弁作業工（断通水作業工、水張り作業工、
管洗浄排水作業工、塩素注入・配水作業工、
弁栓類開閉作業工）、
付帯作業工、交通安全対策工、
調整連絡業務作業工

断通水関連業務状況

４．管路における官民連携事例
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徳島県徳島市との取り組み（Prepare、Design）

■業務名：徳島市内水管橋・添架管調査業務
■業務内容 ： 水管橋等の現状確認、（公社）日水協指針による評価、報告書作成

日水協「外面塗装劣化診断評価の手引き」による評価

調査箇所数：62箇所

調査記録例調査状況例

４．管路における官民連携事例
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５．まとめ

• 今後、ますます厳しくなる水道事業運営に向け、
課題の認識とその具体的対応策の検討が必要
ある。

• 管路施設の官民連携業務が少しずつ出ている
が、さらなる業務の受皿として、民間側の体制
作りが必要である。

• 管路の更新・維持管理事業促進のためにも官
民が一体となった体系の構築が必要である。



ご清聴ありがとうございました。


